
点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等

2022 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、主桁、支承部、防護柵、地覆、排水装置の補修を実施
することが望ましい。その他、横桁、床版、下部工、伸縮装置については損
傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
防食対策として鋼材の塗装塗替、安全対策として防護柵補修を実施することが望ましい。ま
た、沓座の土砂、流木除去は早期に実施する。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、下部工、支承部、伸縮装置、防護柵、舗装の補
修を実施することが望ましい。その他、主桁、横桁、地覆、排水装置につい
ては損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2018 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅲ
橋脚上（右側）の遊間異常による桁同士の接触、橋脚の鋼鈑巻き立てに広範囲のうきが見られ
る。詳細調査及び対策を早期に実施する。

2022 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、主桁、支承部、伸縮装置、防護柵、地覆の補修を実施
することが望ましい。橋面の土砂詰まりは清掃を実施することが望ましい。
その他、横桁、下部工、排水装置については損傷の進行を確認していくこと
が望ましい。

2017 Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
防食対策として鋼材の塗装塗替、機能回復対策として沓座モルタル補修、漏水対策として伸縮
継手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、床版、下部工、支承部、伸縮装置、防護柵の補修を実
施することが望ましい。橋面の土砂詰まりは清掃を実施することが望まし
い。その他、主桁、横桁、地覆、排水装置については損傷の進行を確認して
いくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能回復対策として床版の断面修復、下部工のひび割れ補修、防食対策として支承の塗装塗
替、漏水対策として支承取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ

早期措置の観点から、支承部の補修を早期に実施する。予防保全の観点か
ら、床版、伸縮装置、舗装の補修を実施することが望ましい。その他、主
桁、横桁、防護柵、地覆、排水装置については損傷の進行を確認していくこ
とが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能回復対策として床版の断面補修、防食対策として支承の塗替塗装、漏水対策として伸縮継
手取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ

早期措置の観点から、支承部の補修を早期に実施する。予防保全の観点か
ら、伸縮装置の補修を実施することが望ましい。橋面の土砂詰まりは清掃を
実施することが望ましい。その他、床版、下部工、地覆については損傷の進
行を確認していくことが望ましい。

2018 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
支承ﾓﾙﾀﾙに全欠損、伸縮に漏水が見られる。必要に応じﾓﾙﾀﾙ補修、伸縮取替の実施が望まし
い。

2022 Ⅱ - Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、主桁、床版、下部工、伸縮装置、防護柵、舗装の補修
を実施することが望ましい。その他、地覆については損傷の進行を確認して
いくことが望ましい。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水、伸縮取替、機能回復対策として下部工のひび割れ補修、支承部およ
び路面の清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅱ Ⅰ
健全ではあるが、予防保全の観点から、舗装の補修を実施することが望まし
い。その他、主桁、下部工、防護柵、地覆については損傷の進行を確認して
いくことが望ましい。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅱ Ⅰ
構造物の機能に支障が生じる損傷は見られないが、安全対策として舗装の補修を実施すること
が望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、支承部の補修を実施することが望ましい。橋面の土砂
詰まりは清掃を実施することが望ましい。その他、主桁、横桁、副部材、床
版、下部工、伸縮装置、防護柵、地覆、排水装置については損傷の進行を確
認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
防食対策として支承の塗替塗装、安全対策として舗装のすりつけなどを実施することが望まし
い。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、下部工、支承部、地覆、排水装置、舗装の補修
を実施することが望ましい。その他、主桁、横桁、副部材、伸縮装置、防護
柵については損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
床版ひびわれの進行を止めるため橋面防水、防食対策として支承の塗替塗装、機能回復対策と
して地覆補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、支承部、防護柵の補修を実施することが望まし
い。その他、主桁、横桁、副部材、伸縮装置、排水装置、舗装については損
傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能回復対策として床版の断面補修、防食対策として支承の塗替塗装、安全対策として防護柵
の部材補修を実施することが望ましい。
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中幌呂下橋 ﾅｶﾎﾛﾛｼﾓｷｮｳ

上部形式１

1976 47

43.22025,1
44.28677

下芦別橋 ｼﾓｱｼﾍﾞﾂﾊﾞｼ

№
橋梁番号

（分割番号）
橋梁名

フリガナ
路線名 径間数橋梁名橋梁ID

4.00 1978 45

支幌呂11号線

2 0002
43.17168,1
44.28925

6号支線道路
橋

ﾛｸｺﾞｳｼｾﾝﾄﾞｳﾛ
ｷｮｳ

中幌呂西1号線

4.30 3.60 1970

3 0005
43.19980,1
44.25866

中幌呂橋 ﾅｶﾎﾛﾛｷｮｳ

1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成） 7.404 0007

支幌呂3号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成）

53

32.90 5.00 4.00

下幌呂北1号線 2
鋼溶接橋, 鋼

溶接橋
Ｉ桁（合成）, Ｉ桁（合

成）
34.50

2
鋼溶接橋, 鋼

溶接橋
Ｉ桁（合成）, Ｉ桁（合

成）
1975 48

中幌呂7号線 2
鋼溶接橋, 鋼

溶接橋
Ｉ桁（合成）, Ｉ桁（合

成）
35.00 4.80

1979 44

6 0013
43.22840,1
44.23473

茂幌呂2号橋 ﾓﾎﾛﾛﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 茂幌呂6号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成） 18.90 6.00 5.00 1985 38

22.90 5.00 4.005 0008
43.22600,1
44.26847

北十一線橋
ｷﾀｼﾞｭｳｲｯｾﾝｷｮ

ｳ

1965 58

1998 25

30.80 6.00 5.00

7 0014
43.26188,1
44.19088

8 0015
43.27788,1
44.18263

紅葉橋 ｺｳﾖｳﾊﾞｼ 上幌呂平和線

明林橋 ﾒｲﾘﾝﾊﾞｼ

3.30 4.60 4.00

上幌呂平和線 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 7.30

2
ＲＣ橋, ＲＣ

橋

ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル
バート）, ＲＣ溝橋（Ｂ

ＯＸカルバート）

4.00 3.40

10 0020
43.27700,1
44.20747

新開橋 ｼﾝｶｲｷｮｳ

9 0018
43.25000,1
44.25547

新栄橋 ｼﾝｴｲｷｮｳ

上幌呂新幌呂線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成）

1980 43

新幌呂茂雪裡線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成） 25.00

上幌呂5号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成）

7.50 6.50 1978 45

1981 4225.30 6.00 5.0011 0024
43.26447,1
44.21902

新生橋 ｼﾝｾｲｷｮｳ
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2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版の補修を実施することが望ましい。橋面の土砂詰
まりは清掃を実施することが望ましい。その他、主桁、横桁、支承部、防護
柵、排水装置については損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能回復対策として床版の断面修復、支承モルタル補修、防食対策として支承塗替塗装、漏水
対策として伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、横桁、下部工、伸縮装置、防護柵、地覆、舗装の補修
を実施することが望ましい。沓座の土砂詰まりは清掃を実施することが望ま
しい。その他、主桁、排水装置については損傷の進行を確認していくことが
望ましい。

2017 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水、伸縮取替、機能回復対策として下部工のひびわれ補修、沓座および
路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、横桁、伸縮装置、地覆の補修を実施することが望まし
い。橋面の土砂詰まりは清掃を実施することが望ましい。その他、主桁、支
承部、防護柵、排水装置については損傷の進行を確認していくことが望まし
い。

2017 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水、伸縮取替、機能回復対策として沓座および路面清掃を実施すること
が望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、主桁、横桁、床版、下部工、支承部、伸縮装置、舗装
の補修を実施することが望ましい。橋面・沓座の土砂詰まりは清掃を実施す
ることが望ましい。その他、副部材、防護柵については損傷の進行を確認し
ていくことが望ましい。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
防食対策として鋼材塗替塗装、機能回復対策として床版の断面補修、下部工のひび割れ補修、
路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

早期措置の観点から、横桁、床版の補修を早期に実施する。予防保全の観点
から、主桁、副部材、下部工、支承部、伸縮装置の補修を実施することが望
ましい。沓座の土砂詰まりは清掃を実施することが望ましい。その他、防護
柵については損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ
機能回復対策として床版補修を早期に実施する。防食対策として鋼材の塗替塗装、安全対策と
して路面清掃および補修を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、地覆の補修を実施することが望ましい。橋面の
土砂詰まりは清掃を実施することが望ましい。その他、下部工、防護柵、排
水装置については損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版ひびわれの進行を止めるため、漏水対策として橋面防水、機能回復対策として伸縮取替お
よび路面清掃を実施することが望ましい。

2022 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

予防保全の観点から、主桁、横桁、支承部、伸縮装置、防護柵、地覆、舗装
の補修を実施することが望ましい。橋面の土砂詰まりは清掃を実施すること
が望ましい。その他、下部工、排水装置については損傷の進行を確認してい
くことが望ましい。

2017 Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 防食対策として鋼材の塗装塗替、漏水対策として伸縮取替を実施することが望ましい。

2022 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、下部工、支承部、地覆の補修を実施することが
望ましい。その他、主桁、横桁、防護柵、排水装置については損傷の進行を
確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
機能回復対策として床版、下部工、地覆の断面補修、防食対策として支承の塗替塗装を実施す
ることが望ましい。

2022 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から、床版、伸縮装置、地覆、舗装の補修を実施することが
望ましい。橋面の土砂詰まりは清掃を実施することが望ましい。その他、下
部工、防護柵については損傷の進行を確認していくことが望ましい。

2017 Ⅰ - Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
漏水対策として橋面防水・伸縮取替、機能回復対策として防護柵補修および路面清掃を実施す
ることが望ましい。

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全ではあるが、地覆については損傷の進行を確認していくことが望まし
い。

- - - - - - -

2022 Ⅰ - Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ
健全ではあるが、伸縮装置については損傷の進行を確認していくことが望ま
しい。

- - - - - - -

12 0025
43.20299,1
44.30637

アシベツ橋
アシベツキョ

ウ
下雪裡7号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成） 21.00 6.00 5.00 1984 39

1979 44

1979 44

10.00 5.60 4.60

13 0038
43.19461,1
44.33544

14 0039
43.20086,1
44.34011

雪裡3号橋 ｾﾂﾘ3ｺﾞｳｷｮｳ 中雪裡10号線

雪裡4号橋 ｾﾂﾘ4ｺﾞｳｷｮｳ

8.00 5.70 5.00

下雪裡東4号線 1 ＰＣ橋 プレテンＴ桁 8.80

1 ＰＣ橋 プレテンＴ桁

5.70 5.00

16 0041
43.24558,1
44.37980

暁峰2号橋
ｷﾞｮｳﾎｳ2ｺﾞｳｷｮ

ｳ

15 0040
43.23183,1
44.38408

暁峰1号橋
ｷﾞｮｳﾎｳ1ｺﾞｳｷｮ

ｳ

茂雪裡23号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成）

1995 28

暁峰下久著呂線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（不明） 10.00

暁峰下久著呂線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（不明）

6.20 5.20 1995 28

1983 40

18 0047
43.20450,1
44.38313

酪栄橋 ﾗｸｴｲｷｮｳ 暁峰4号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（不明） 15.00 4.60 4.00 1970 53

20.00 6.00 5.0017 0046
43.29019,1
44.26363

ユネスコ橋 ﾕﾈｽｺｷｮｳ

1982 41

1998 25

7.50 10.50 9.30

19 0048
43.19358,1
44.30625

20 0054
43.28508,1
44.20697

新幌呂橋 ｼﾝﾎﾛﾛﾊﾞｼ 新幌呂7号線

第2芦別橋 ﾀﾞｲ2ｱｼﾍﾞﾂｷｮｳ

19.40 7.20 6.00

下雪裡6号線 1 鋼溶接橋 Ｉ桁（合成） 21.00

1 ＰＣ橋 プレテン中空床版

7.50 6.50

22 0056
43.16269,1
44.30899

中幌呂下第2
号橋

ﾅｶﾎﾛﾛｼﾓﾀﾞｲ2
ｺﾞｳｷｮｳ

21 0055
43.13308,1
44.33741

幌呂1号橋 ﾎﾛﾛ1ｺﾞｳｷｮｳ 2008 15

下幌呂北1号線 1 ＰＣ橋 プレテン中空床版 18.56

下幌呂4号線 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）

5.20 4.00 2010 13
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2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全ではあるが、下部工、地覆、舗装については損傷の進行を確認していく
ことが望ましい。

- - - - - - -

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全ではあるが、下部工、地覆、舗装については損傷の進行を確認していく
ことが望ましい。

- - - - - - -

2022 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
健全ではあるが、下部工、地覆、舗装については損傷の進行を確認していく
ことが望ましい。

- - - - - - -

Ⅰ 19 12 8 17 6 5 6

Ⅱ 6 4 11 8 12 20 16

Ⅲ 0 1 1 0 2 0 3

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0

- 0 8 5 0 5 0 0

中幌呂1号線 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
2009 14

24 0058
43.17813,1
44.33773

雪裡1号排水
路2号橋

ｾﾂﾘ1ｺﾞｳﾊｲｽｲﾛ
2ｺﾞｳｷｮｳ

下雪裡5号線 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
6.60 6.00 5.00 2009 14

7.80 6.60 5.4023 0057
43.16315,1
44.29986

幌呂2号排水
路1号橋

ﾎﾛﾛ2ｺﾞｳﾊｲｽｲﾛ
1ｺﾞｳｷｮｳ

15下雪裡5号線 1 ＲＣ橋
ＲＣ溝橋（ＢＯＸカル

バート）
7.8025 0059

43.17945,1
44.34080

雪裡1号排水
路1号橋

ｾﾂﾘ1ｺﾞｳﾊｲｽｲﾛ
1ｺﾞｳｷｮｳ

7.20 6.20 2008


